
私は２０１０年、定年退職で東京を離れたが毎

月のように東京に来ては東京近辺在住のS49年卒

の仲間と飲み会を持っている。 

２０１２年１１月、いつものメンバー５人で飲

み会となった。宮原、内田、橘、横手、中村であ

る。話題は１０月にスイスから来たベアット氏の

現役学生たちへのヨーロッパでの山岳滑空の講演

であった。（ベアット氏の事については、翔友 28

号（2013年 6月号）20～22ページ「Mr.Beat Muler

の事」を参照していただきたい。） 

ベアット氏はスイス、チューリッヒ在住、年齢

もちょうどわれわれと同じ１９５０年（昭和２５

年）生まれである。宮原君が仕事先から１５年程

前に、「スイスの友人で学生にグライダーを教えて

いる人がいる」という話を聞きつけ、ヨーロッパ

出張の際連絡し、チューリッヒ郊外でベアット氏

にグライダーに乗せてもらったのが知り合ったき

っかけだという。それ以来、宮原君はヨーロッパ

出張のたびにベアット氏の家に招かれたりしてい

る。大学構内でのベアット氏の講演は OB や現役

たちで大変盛況だったとの事。  

飲み会の席上、宮原君が、「ベアット氏に連絡し

て我々もスイスでグライダーに乗せてもらえない

か聞いてみようか」ということになった。しかし

私以外は皆さんまだ現役の勤め人。長い休暇はた

やすく取れない。私もその前年、家内と定年退職

を記念してドイツ、スイス、フランスへのパック

旅行をしてきたばかりだ。行くとなったら家内が

なんというか…。でもこういう機会は逃したらも

う一生無いだろうな･･･。よし、思い切って行って

みよう。結局宮原君、私が行くという事でベアッ

ト氏にスイスでの山岳飛行の希望と時期、費用な

どを E メールで聞くことにした。 

 ベアット氏からはスイスでの山岳飛行は７～８

月が一番条件が良い事、費用は１回のフライトで

最高約２５０スイスフラン（２５０００円位）、一

番気象条件の良い時（７月中旬から末）に使用す

るグライダーを予約するからぜひお出で下さいと

のありがたい返事。大久保翔友会会長、西山事務

局長にも話をすると大久保会長はご夫妻で、西山

氏もぜひ、という事で５名になった。ベアット氏

からもホテルの手配やら飛行場のあるミュンスタ

ー（人口２００人の小さな村）までの電車の乗り

方など、丁寧に E メールで連絡をいただいた。 

しばらくして、OB になったばかりの川治君も

オーストラリアからスイス遠征に加わることにな

り総勢６名の大人数となった。私は今回の旅行を

勝手に「OB 会スイス合宿」と呼び、宮原君とベ

アット氏のやり取りするEメールを和訳し大久保

会長、西山氏に転送する役目を仰せつかった。E

メールをやり取りする事数十回、日程は７月１８

日から３０日（早く帰る人もいるのだが）と決ま

った。 

【２０１３年７月１８日】 

西山氏、宮原、中村は成田からフランクフルト

経由でジュネーブﾞへ、大久保夫妻、川治君は関西

空港からヘルシンキ経由でジュネーブへそれぞれ

到着、夕方、ホテルに全員集合。夕食を囲みなが

ら明日からの予定を打ち合わせ。１９日、２０日

は各自自由行動、２１日、電車で合宿地（？）の

ミュンスターへ移動。２２日から２７日をフライ

トとした。西山氏は２６日帰国、大久保夫妻は２

６日ミュンスターを離れスイス国内を観光後３０

日に帰国、宮原、中村、川治の３人は２８日ミュ

ンヘンに移動後帰国、というスケジュールだ。 

スイスアルプスを飛んだ! 

1974 年卒 中村 洋一郎 
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【７月１９日】 

各自、自由行動。宮原君と私は日本で予約した

レンタカーを借り、車で１時間程の所にあるフラ

ンスのアヌシーという町の近くで行われる自転車

競技”ツールドフランス”の第１９ステージ（距

離２０４km、2000ｍを超す峠道 3 つを５時間掛

けて争うステージ）を見物に行く。ツールﾄﾞフラ

ンスは７月の１ヶ月間、２１のステージでフラン

ス全土３５００km を１チーム９名の選手が２０

組走る世界最大の自転車競技だ。 

日本で設定したナビを車にセットして出発した

が翌日に行うステージの町を設定してしまい、山

道であわてて地図を広げ今日のゴール地点を目指

す。お昼前、腹ごしらえで入ったレストランで「こ

の先５００m 程先がゴールから３km の地点だ。」

との事。ラッキー！車をレストランの駐車場に置

き、歩いて選手が通る道路へ向かう。村の中心と

思われる四つ角を観戦場所に確保し選手が来るの

を待つ。周りはドイツ、アメリカなどから来たと

いう観戦者でぎっしり。待つ事５時間、５時近く

になってやっと選手がやってきた。２００km を

走ってきたと思えないスピードで選手が次々と目

の前を通り過ぎるたびにものすごい歓声が起こる。

５時半頃、最後の選手が通過するのを見て帰途に

就くがものすごい渋滞。１時間以上動かず、結局

ホテルに着いたのは午後１０時半だった。 

【７月２０日】 

昨日の疲れもあり、今日はのんびりジュネーブ

市内を観光。 

川治君は理系らしく CERN を見学したらしい。

大久保夫妻は昨日ローザンヌ、今日はモンテレー

と電車で観光、夕食時ローザンヌからモンブラン

（ヨーロッパ最高峰）が見えたぞ、と言ってスマ

ホに撮った写真を見せてくれる。モンブランはフ

ランスにありローザンヌからはレマン湖を挟んで

１００km 程の距離だ。西山氏曰く「なんちゃっ

てモンブランだったりして…」 

【７月２１日】 

　西山、宮原、中村組と大久保夫妻、川治組の２

組に分かれジュネーブからミュンスターへ電車で

向かう。ミュンスターはジュネーブから東へ電車

で約４時間のスイスアルプスのど真ん中にある。

２組に分かれたのは迎えに来ていただくベアット

さんの車に６人も一度に乗れないだろうと思った

からだが、駅に着くとベアットさんはホテルの人

と大きな車で迎えに来てくれていた。 

 遅れて着いた大久保夫妻、川治組も合流し、ホ

テルのテラスで明日からの計画を打ち合わせ。ホ

テルといってもログハウスの民宿といった感じ。

道路を挟んだ向こうの飛行場から黄色い曳航機に

曳かれてグライダーが離陸するのがよくわかる。 

 宮原君が持ってきたスイスの詳しい地図を広げ

ながらベアットさんから説明を受ける。このミュ

ンスター村は人口２００人、標高は 1340m もあ

る。地図で見ると１０km 南はイタリア国境で観

光のメインルートからは外れているらしく一週間

の滞在中、外国人の団体旅行客には一切お目にか

からなかった。 

飛行場は数年前までスイス軍の管理下にありス

イス人以外は立ち入れなかったとの事。日本人が

この飛行場に来るのは我々が初めてとの事。マッ

ターホルンまではここから約４０km、ユングフラ

ウはもっと近いよ、とベアット氏が方向を示しな

がら教えてくれる。あくまで気象条件によるが、
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明日からは条件が良さそうでマッターホルン、ユ

ングフラウへの飛行も期待できそうだ。ただツェ

ルマット（マッターホルンへの登山口）までの飛

行は２，３回の上昇帯で高度を稼ぎ、途中、乱気

流帯もあるらしいが難しい事ではない、とベアッ

ト氏が地図を指さし熱心に説明してくれた。１８

時半全員で記念写真を撮った後、夕食。食事をし

ながら明日からの搭乗順を決める。明日（２２日）

は大久保会長が午前中、西山氏が午後、２３日は

川治、中村、最後に宮原の順となった。大久保夫

人は穏やかな日を選んで曳航機でユングフラウへ

の遊覧飛行をする事になった。 

【７月２２日】 

AM８時、朝食。１０時より全員でブリーフィ

ングする、という事で９時半にホテル出発。１０

時、格納庫内で全員集合しブリーフィング開始。

我々６名を含め総勢約４０名位。大きなテントを

張って家族で来ている人達が多いみたい。最初に

宮原君から我々６名を紹介、ここに来た最初の日

本人との事で暖かい拍手で迎えられた。３０分ほ

どのブリーフィング後各自フライトの準備を始め

る。基本的に単座機は毎日組み立て、飛行後トレ

ーラーに収納する。１時間程の間に２０機程の単

座機がランウェイの端に集まる。LS-4 ディスカス、

ベンタス、ASW-28…。複座機は反対側のランウ

ェイの端にカバーを掛けて係留してあり、今日搭

乗の大久保会長、西山氏とアシスタントを務める

川治君がベアット氏の車で係留場所まで移動し、

飛行の準備に入る。私と宮原君は単座機の飛行準

備をしている様子やクラブハウスに入って大きな

地図を見たりした後、歩いて合流。ランウェイは

東西に 890m×40m、元スイス軍飛行場らしくシ

ェルターもあり、今はキオスク（売店）となって

いた。複座機は我々の乗るデュオディスカス、ニ

ンバスー４DM（エンジン付き）、最新鋭のアルカ

スなど。１１時、ミュンスター飛行場最初の日本

人搭乗者となる大久保会長を乗せたデュオディス

カスが黄色い曳航機に曳かれて飛び立った。離脱

後、すぐサーマルを捕まえたのか旋回しながら見

えなくなった。飛行場は氷河が作った U 字谷の底

にあり東西は開けているが南北は山が迫っている。

１３時過ぎに着陸、飛行時間２時間５分。最高

3200m まで上がり、飛行場から１０km 程を行っ

たり来たりしていたらしい。大久保会長曰く「す

ごい景色やったわ・・・」と興奮気味に話してい

た。１４時、２番手の西山氏離陸。最高 3970m

まで上昇、ユングフラウの尐し手前まで行き、飛

行場を挟んだイタリア国境まで行ってきたで…、

とこれまた興奮気味に話していた。２時間２０分

の飛行だった。 

【７月２３日】 

朝６時起床。昨日は１２時近くまで皆とカップラ

ーメンを食べながら話が弾み、尐し眠いが雲ひと

つない快晴、一気に目が覚めた。今日は川治、中

村の順で搭乗の為、ブリーフィング後デュオディ

スカスの係留場所に移動。カバーを外し飛行準備。

ナロマインで同機の扱いに慣れている川治君はてき

ぱきと準備。ベアット氏はフライトコンピュータの

設定に手間取って、同じクラブのダニエル氏を呼ん

で助けてもらう。川治君は前席に座り、ベアット氏

のチェックを受けるという事で色々説明を受けてい

る。１１時１５分離陸。１３時３０分着陸。なかな

か高度が取れず苦労したらしい。酸素も故障したら

しく疲れた様子。１４時１５分、中村離陸。
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10 分程曳航された後 2300m で離脱。すぐに強い

サーマルを捕まえる。バリオが常に３～５を指し

ている。あっという間に高度計が 3000m を指し

ている。ベアット氏から「オクシゲン」の指示あ

り。すぐ教えられた通り酸素のスイッチオン、３

秒おきにシュッと酸素が鼻に入ってくる。更に高

度を稼ぎユングフラウを目指す。周りは雪を頂い

た岩山ばかりだ。ベアット氏が丁寧に山の名前を

教えてくれるが私は景色に圧倒されているのと写

真を撮るのに忙しく、ベアット氏の英語での説明

も（悪いと思ったが）ほとんどうわの空だ。３０

分ほどでヨーロッパ最大のアレッチ氷河の真上を

飛行しながら３本の氷河が合流している場所（コ

ンコルディアプラッツと言う）まで来た。高度

3800m。正面、氷河の奥にユングフラウ（4158

ｍ）、その右奥にユングフラウヨッホ展望台もはっ

きり見える。計器が飛行場から 15.5km 離れてい

る事を示している。ベアット氏は 40 年近くこの

辺を飛んでいるからかサーマルの発生する場所を

熟知しているようだ。高度が 2800m くらいにな

るとすぐサーマルを捕まえ、3500m 位まで上がる。

サーマルでの旋回と直線飛行を繰り返しているが

こちらはどこに向かっているのかさっぱり分から

ない。途中で何機も単座機が旋回や直線飛行をし

ているのが見える。離陸して約 1 時間半近くたっ

た頃ベアット氏が左前方を指さし、「マッターホル

ンだ。」と教えてくれる。いつの間にか右下にツェ

ルマットの街が見える。飛行場から 65km を飛ん

できた事を計器が示している。ツェルマットの真

上でサーマルを捕まえ更に高度を稼ぐ。左手上方

にはスイス最高峰モンテローザも手に取るように

見える。これ以上高度を上げれば雲の中に入って

しまいそうなくらいに雲底が迫ってくる。高度

3570m。マッターホルンまで 10km 位か、頂上が

尐し雲に隠れたマッターホルンを目指す。ベアッ

ト氏がマッターホルン北壁を指し、「クライマーに

とってヨーロッパアルプスで最も難しく危険な所

だ。」と説明してくれる。（ベアット氏はグライダ

ーパイロットとしても超一流だが登山家、アルペ

ンスキーヤーとしても超一流の腕を持っている。）

その北壁に翼端がこすれるくらい近づいてくれた

のには感激！クライマーがいたらはっきり見えた

だろう。北壁を通り過ぎてすぐ U ターン、ゴルナ

ーグラード展望台の上空当たりか。昨年、家内と

来た時はこの展望台から北壁を見た事を思い出し

た。ここで、離陸してから約２時間立った。天候

も悪くなりそうだ、急いで帰る事にする、とベア

ット氏。直線飛行で速度 180km/ｈ、20 分程で飛

行場上空に到着。後ろから雤雲が追ってきたらし

い。お昼ごはんも食べずユングフラウ、マッター

ホルンを見たいという希望もかなえてくれたベア

ット氏に感謝、感激。 

夕食時、突然、ミュンスター村の村長さんが挨拶

に来てくれた。ベアット氏が 5 月に来た時に話し

ていたらしい。明日の夕食を一緒に食べようとい

うことになった。 

【７月２４日】 

今日は曇り、風はなし。全てのグライダーが飛

ぶのを止める。西山氏曰く、「日本じゃいい合宿日

和なのにもったいない…。」単座機の発航を見てい

ると 11 時頃出発した機体は３～５時頃に戻って

くる。４～５時間飛べなければ本日は休みという

ことみたい。 

１０時頃クラブハウスの前のテントの中に我々

の為に「FlugePlatz Munster」のロゴが入った T
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シャツ、帽子、シールが並べられた。記念にみん

なで買い込む。川治君はオーストラリアでミュン

スターを宣伝するという条件で帽子をプレゼント

された。１１時みんなで氷河を見物に出かける。

西山氏は昨日一人で見物に行ったので、ロープウ

ェイの駅まで皆を引率してもらう。ロープウェイ

で 2850m の展望台まで登ると昨日グライダーか

ら見たアレッチ氷河が目の前にあった。またまた

昨日とは違った感動を覚える。夕食時、村長さん

から 1989 年、村で起こった大雪崩の大災害を記

録した、130 部限定という貴重な本を全員に頂く。

もちろんドイツ語で何を書いているか分からない

が、本の中に若かりしベアット氏がボランティア

で駆けつけ、手伝いをしている写真を見つけ盛り

上がる。明後日は村長さんが村の水力発電所を見

学に連れて行ってくれるとの事。 

【７月２５日】 

12 時半宮原離陸。降りてきたらカップラーメン

でも食べようと言っていたのになかなか降りてこ

ない。降りてきたのは 4 時頃、3 時間 24 分のフラ

イトだった。すぐ機体をセットしてスザンヌとダ

ニエルが飛び立っていった。スザンヌはあと 15

時間程乗れば免許が取れるというのでベアット氏

とダニエル氏が熱心に指導している、チューリッ

ヒ飛行クラブのメンバーである。小柄で金髪のか

わいい大学生だ。結局スザンヌ達が戻ってきたの

は 19 時半過ぎ、急いで係留し 20 時半から夕食。

昼飯抜きだったのでビールとワインのうまい事…。 

【７月２６日】 

昨日までに全員無事 1 回ずつではあったが飛び

終わり、朝、大久保夫妻はチェックアウトし、ユ

ングフラウ観光すると言ってチューリッヒに移動

した。今日は、村長さんと約束した水力発電所の

見学の日。我々は、特に川治君はもう一回飛びた

かったのだがベアット氏はこの村の中や近辺も案

内したいらしい。午前中、村の全員分のパンを焼

いているというパン工房を見学して昼食後、発電

所に向かう。発電所は山の中腹にトンネルを掘っ

て作ってあり外からは見えない。さすが観光立国、

環境と景観を配慮している。帰り道、チーズ工房

に立ち寄りチーズの試食。村長さんが昨日の夕食

の御礼でチーズをお土産に頂く。 

【７月２７～３０日】 

7/27、宮原、中村は 9:25 発の電車でローザンヌ

まで、川治君はベアット氏の車でスザンヌも一緒

に 3 人でチューリッヒへ出発。川治君は今日ベア

ット氏の家に泊めてもらい、あす帰国。我々はロ

ーザンヌで一泊してからミュンヘン経由で 30 日

に帰国した。 

計画してから 9 カ月、長かったスイス合宿も無

事終了し、念願のユングフラウ、マッターホルン

も機上から見る事が出来た。雄大なスイスアルプ

スのど真ん中で過ごした一週間は生涯忘れないだ

ろう。ベアット氏やチューリッヒ飛行クラブの皆

さん、大久保夫妻、西山氏、宮原君、機体のチェ

ックや通訳をしてくれた川治君、歓待して頂いた

村長さん、皆さんに感謝！ 
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右：アレッチ氷河上空 

  ＱＮＨ3200ｍ 

中：ミュンスター村全景 

人口 200 人 

下：左前方ユングフラウ 4158ｍ 

氷河が３本合流している。 

正面にマッターホルン、下の町は 

ツェルマット。ミュンスターから 

66 ㎞地点  

地点
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若手パイロットを支援する活動「ソアリスト

（Soarist）」を、夫や友人たちと始めて6 年目

になります。 
 言葉にしてしまえば、大それたことをしている

ようで気恥ずかしいですが、これは、それぞれの、

「こんなことやりたいな」という想いや夢を、た

だ形にしているだけの活動です。最近、「良い活

動をされていますね」とか、「応援しています」

とか、「いつか私もお手伝いしたいと思っていま

す」とか、いろいろご意見をいただくようになり

ました。内心、「5年やったし、もうやめてもい

いかな?」と、本気で思っていたのですが、もはや、

自分たちだけの活動ではないのだと、実感しつつ

あります。 

＜始めたきっかけ＞ 

 今でもはっきり覚えているのですが、それは、

今年 6歳になる娘が、まだ生まれて間もない頃の

ことでした。娘の上には 2歳違いの兄がいます。

高速道路を走っていたとき、2人の幼子たちが寝

静まった車内で、私たち夫婦は、北海道の滝川ス

カイパーク（SATA）で、若い子たちと一緒にグラ

イダーキャンプのようなものができないか、話し

合っていました。 

SATA には、学生のころからお世話になっていて、

スタッフの方々との交流も続いていました。中で

も、日口裕二さんとは語り合う機会が多く、ちょ

うどそのころ、「君たちはもう十分やってきた。

何かやれるから、自信を持ってやってごらん。そ

ろそろ何かを始めるときだ」と言われていました。 

今思えば、聞き流しても良かったのですが（笑）、

こう見えて真面目な私は、真剣に毎日、自分たち

に何ができるか、考えていました。赤ちゃんを抱

えた身ながら、おかしな話です。でも逆に、子供

たちに添い寝している時間や、授乳している時間

など、考える時間があったからこそ、できたこと

かもしれません。 

 私自身はそのころから全く飛んでいません。た

だ、グライダーの世界は好きで、バカみたいです

が、「滑空場のおかみさんになりたい」という夢

がありました。パイロットたちに、お腹いっぱい

ご飯を食べさせて、元気にフライトへ送り出す。

そして夜はみんなで語り合う。そういう場所を作

りたかったのです。親の勝手な解釈ですが、自分

の子供たちには、そのような環境で、多くの人に

接し、たくましく育ってほしいとも願っていまし

た。 

 しかし、残念ながら滑空場経営をする身の上で

はありません。それならば、と、期間限定で夢を

叶える方策として、滝川スカイパークをお借りし

て、若い子たちと合宿を行う「ユースキャンプ」

を開けないか？と思い立ったのです。 

一方で、主人は、母校の法政大学で教官をしてい

て、板倉でもフライトを続けていますが、これか

らは若いパイロットの養成に力を注いでいきたい

という考えを持っていました。そんな夫婦ですか

ら、ユースキャンプの計画は、お互いの夢を叶え

る具体的なものとして最適でした。 

しかし、思い付きを現実のものにしていくのは、

大変なことでした。日口さんには快く了承してい

ただけたものの、実際は SATA 内で大変な責任を負

わせてしまったと思います。そのご恩に報いるた

めには、一つ一つ、計画をたて、行動を起こして

いくしかありません。仕事や子育てと両立させる

ために、目まぐるしい日々が続きました。 

ユースパイロットの支援活動 ―ソアリストの５年―

1998 年卒 吉岡 名保恵 
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 そのような中で、何か活動に名前を付けた方が

いいと、日口さんから提案があり、「ソアリスト

（Soarist）」と名付けました。そして、若手をユ

ース、ちょっと先行く我々をシニアと呼ぶことに

決めました。上下関係ではなく、お互いに刺激し

合い、相互作用のある関係として、そう呼ぶこと

にしたのです。また、グライダー界は愛好者人口

も少なく、狭い世界ですが、どこの航空部出身だ、

とか、どこのクラブに所属している、とかいう垣

根をなくし、想いを共にする人たちで行動を起こ

していくことを目的としました。 

ソアリストの趣旨は、こうです。 

多くの若者が、大学の航空部でグライダーと出

合い、フライト活動を行うにも関わらず、卒業後、

社会人になってもグライダーを続ける人はわずか

です。航空部の卒業は、まだまだグライダースポ

ーツの入り口に立ったばかりのころ。グライダー

は、生涯続けられるスポーツで、この世界には、

もっともっとたくさんの楽しみ、面白さがありま

す。せっかく基礎技術、知識を習得したのに、多

くの若者が離れていくのは大変、もったいないこ

とだと思います。 

では、なぜ離れてしまうのか。 

色々な理由があると思いますが、私たちは、卒

業後の目標設定ができていないこと、身近にお手

本となる先輩が少ないこと、の二つを最大のポイ

ントと考えました。 

競技やクロスカントリーでバリバリ飛ぶこと

だけが目標ではありません。後輩指導、クラブ運

営、機体整備、写真撮影、取材活動、海外フライ

ト…、はたまた友人と機体を共有し余暇を楽しこ

と、家族で滑空場に通うこと、などこのスポーツ

の楽しみ方には、いろいろな形があります。 

決して操縦がうまくなくてもいい。グライダー

で飛ぶのが好き、グライダーの話をするのが好き、

人と関わるのが好き－。それぞれの「好き」、「楽

しい」を、やりがいや、続けていくモチベーショ

ンにつなげていってほしいと願います。 

ソアリストは、出身大学、所属クラブの枠を越

え、熱意を持った若者すべてに、経験者がそれぞ

れのキャリアを活かし、活動のヒントやきっかけ

を与えたいと考えます。そして、シニアから刺激

を受けた若者たちが、自分の夢をかなえるために

主体的に行動し、若い力による新しい Movement

が起きること。 

いずれ彼らがシニアとなったとき、教わってき

たことを、また次の世代に伝える役割を果たすこ

とを期待しています。 

＜ユースキャンプ＞ 

 そして、第 1回目のユースキャンプは、口コミ

で集まった 6人の若手パイロットと一緒に行うこ

ととなりました。いま思い返しても、初回でこれ

だけの人数が集まったのは奇跡的で、まだ何も実

績のない活動に、よくぞ参加してくれたものだ、

と思います。 

シニア側も、今は亡き SATA の池田亨さん、SATA

の若手教官・清水拡智さん、そして世界選手権に

出場している早稲田 OBの丸山毅さんが、フライト

サービスや後席指導を担当してくれました。ユー

スキャンプの期間は、日口さんも含め、SATA のス

タッフが本来、休暇にあてる 1週間でした。そこ

を休日返上で付き合ってくれたのです。丸山さん

にしても、何の謝礼もなく、交通費すら出ないの

13　　翔友会便り　　



に、わざわざ滝川まで来てくれました。日本の滑

空界を背負う人たちが、なぜ、そこまでしてくれ

るのか…。そのときはまだよく分かりませんでし

た。 

ユースキャンプでは、基本的に、1人 1機を 1

日で占有して使い、1日の気象の変化を感じても

らうことを目的としています。それは、練習許可

書レベルの子であっても、本人に吸収する力があ

れば、感じてもらえることですし、むしろ早い段

階で、このような経験をさせることが大事だと思

っています。一方で、普段、後席指導を行ってい

る若手教官クラスの子にも、自らの知識と技術を

磨く場として考えてもらおうと思いました。 

実際には、SATA のプロフェッショナルな運営の

おかげで、はるばる滝川まで来たユースたちに、

その日与えられた最大限のウェザーを使い切るフ

ライトを提供することができました。丸山さんと

吉岡君も、ユースと一緒に飛ぶことが楽しく、池

田さんや日口さんから学ぶことが多いと言います。

ただ一方的にシニアが教えるのではなく、お互い

が楽しいと思うレベルでやる。お互いに刺激し合

い、磨き合うことを、ソアリストの一番大事なこ

ととして考えるようになりました。 

また、ユースキャンプ中は、夜や待機時間を使

って、ワークショップを行うことも一つの目的と

しています。実際には、なかなか難しく、試行錯

誤でしたが、この点も努力して実行しました。 

私は、彼らがフライトや勉強に集中できる環境

を作ることを任務とし、食事作りや、宿舎管理を

手伝いました。子どもがまだ 3歳と 0歳だったの

で、この年だけは、私の母にも同行してもらい、

ヘルプをお願いしました。しかし、なんと娘が滞

在中、滝川市立病院に入院するハプニングもあり、

当然のことながら、家族を巻き込んで大騒動でし

た。 

＜キャンプとカフェを活動の二大柱として＞ 

キャンプを終えてから、ソアリストの活動とし

て、夏にユースキャンプをするなら、冬は都内な

ど手近なところでセミナーを行おうということに

なりました。ですが、ここでも、セミナーという

堅苦しいものはそぐわない、という話になり、何

となくイメージで「ソアリストカフェ」という名

前を付けました。講師からの一方的な話ではなく、

みんなでお茶でも飲みながら、参加者全員でコミ

ュニケーションを取りあい、意見を出し合うのを

趣旨としたのです。 

そのため、会場は、本当にレンタルスペースの

カフェを借りました。このときも、日口さん、丸

山さんに講師をお願いし、口コミで 10 数名の参加

者を集めることができました。 

こうして、１年目にして、夏と冬の活動が柱と

なっていきます。2回目のユースキャンプには、

同志社の若手教官、前田賢一くんが参加してくれ

ました。また一緒に、大先輩の石元さん、河盛さ

んも、グランドクルーとしてわざわざ来てくださ

いました。ユースキャンプは、私たちが学生のこ

ろ、関西エアロが滝川で行っていたフライト合宿

をヒントにした面もあり、お亡くなりになった関

大の中川元監督の想いも、引き継いでいきたいと

思っていました。そういう意味でも、お二人に参

加していただけたことは、本当にうれしかったで

す。 

思えば、前田くんはこのとき、随分と池田さん

からしごかれていました。池田さんにとっては、

素直な性格の前田くんが、厳しく指導しがいのあ
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る人材だったのでしょう。当時、池田さんはガン

の闘病中でした。この夏、お会いしたのが最後に

なってしまったのですが、「こういう活動は長く

続けなければいけない」と、強く言われたことを

今でも胸に刻んでいます。前田くんにとっても、

池田さんからの指導が、今でも財産になっている

のではないでしょうか。 

3 年目は主人が転職活動の真最中で、とてもユ

ースキャンプどころではありませんでした。そん

なときでも、日口さんと丸山さんで対応してくれ

て、なんとか継続ができました。4年目は、私の

祖父の初盆で、主人だけ参加。しかし、この年は、

丸山さんの奥さんで、スポーツ選手のコーチング

を行っている赤石京子さんが協力してくださって、

目標設定のワークショップを事前に行いました。

参加した若者の意識も高く、多くの人の協力の手

も得られるようになって、充実したキャンプとな

りました。 

＜節目となった 5年目＞ 

そして昨年、5年目のユースキャンプは、久し

ぶりに家族全員で行きました。前田くんも参加し

てくれたのですが、滞在中は体調を崩してしまい

残念でした。しかし、前田くんは、ソアリストに

とって、もはや欠かせない存在です。その柔軟、

かつ素直な性格で、私たちが目指すもの、吸収し

てもらいたいものを、どんどんと自分のものとし

ています。 

よく、「前田君は君の可愛い後輩でしょ？」と

言われるのですが、「いや別に、直接の後輩だか

ら、ひいきしているわけではないです。同じグラ

イダー仲間として大切に思っています」と答えま

す。もし、ソアリストをやっていなければ、いく

ら後輩とはいえ、私は前田くんと、ここまで関わ

ることはなかったでしょう。彼が最近、木曽川や

大野といった自分のホームグランドで、クロスカ

ントリーをやろうと取り組んでいる姿を見て、こ

れこそがソアリストを続けてきた一つの成果だと

思っています。 

 これまで十数人の若者とユースキャンプを共に

してきましたが、その後も継続して活動に参加し

てくれているのは、前田君も含めて、本当に一握

りです。活動していくには、経済的にも、労力的

にも負担があり、こんなに大変な思いをして、自

分たちは何のためにソアリストをやっているのか、

見えない成果に悩むこともありました。けれど、

前田君のような一握りのキラリと光る存在に出会

えたこと。それだけでも良かったじゃないか、そ

れこそが成果だよ、と言ってくださる方が居て、

心がスーッと軽くなりました。 

 そして今年 2月、久しぶりに東京でソアリスト

カフェを開いたところ、30 人もの方に集まってい

ただくことができました。自分たちの知らないと

ころで、ソアリストという活動に興味を持ってく

ださる方が増えていたこと、応援してくださる方

がいることを実感しました。そのことが少し自信

となり、これから更に 5年は、頑張ってみようか

なと思う気持ちになりました。 

さまざまな面でサポートしてくださる方が増えた

こともあり、今後はそれぞれの負担を減らしつつ、

息長く、活動していくことが目標です。一方で新

たな取り組みとして、卒業後、全くグライダーか

ら離れてしまったけれど、再び飛んでみたいと思

っている 30代をターゲットに、フライトに復帰し

てもらうグライダーツアーを計画しています。ち

ょっとまだ仕事もお金も大変だけれど、思い切っ
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て 30代で再開しませんか？という提案です。いろ

いろなアイデアがありますが、自分たちの出来る

範囲で、楽しいと思うことを、これからも実行し

ていきたいと思っています。 

 振り返ってみれば、ソアリストの活動は、自分

が若い頃、多くの先輩方からいただいた「種」の

ようなものが源になっている気がします。たくさ

んの人たちから、たくさんのことを教えてもらい、

助けられ、ここまで来ました。受け継いだ想いを

後世に伝えていく―。それを自分たちの使命とし

て、活動を続けていくことが、お世話になった方々

への一番の恩返しになると信じて、これからもが

んばっていきたいと思います。 

★Soarist の HP：  http://soarist.ciao.jp/ 
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写真上 夜のワークショップ。立って話しておられるのは筆者のご主人、吉岡利典氏。氏は 1998 年 

 第 38 回学生グライダー選手権大会の個人優勝者である。 

下左 前席前田コーチ、後席は SATA の池田 亨教官。相当しごかれたそうである。 

下右 その日の反省会をしながら楽しい夕食。右から二人目石本 勲、三人目河盛啓晏両ＯＢ。 
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故藤田武司先輩（2013 年 2 月 22 日逝去）生前の善行が明るみに。 

2013 年 7 月 31 日付福井新聞記事  1984 年卒 高島 敏郎氏提供 

（情報をご提供頂いた高島氏に感謝します。 編集長） 
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昭和１５年（１９４０）私は同志社大学に入学

した。そして航空部に入部、真っ白の飛行服を着

たフレッシュマンとして待望の飛行訓練に参加す

ることが許された。 

大阪第二飛行場（現大阪伊丹空港）で開始され

た秋の特別飛行訓練で初めて九五式三型練習機に

乗せて貰った時の感激は今でも峻烈に覚えている。 

幸い順調に技量を伸ばし、昭和１８年６月には

一年先輩を飛び越して特殊飛行の試験に合格、将

に肩で風を切る得意の絶頂であった。この時の試

験科目は連続宙返り、左右上昇反転、左右急横転、

左右緩横転、左右急旋回、宙返り反転、急反転な

どの課目を地上で見ている試験官の見える範囲で

太陽の位置も考えて眩しくない方向で行った。 

併し、昭和１６年（１９４１）１２月８日に勃

発した太平洋戦争は私達大学生の生活にも大きな

変化をもたらし、学業半ばにして軍隊に入隊とい

う事態に発展した。 

学生時代に特殊飛行の免状を取得していた私は、

できれば戦闘機部隊への入隊を望んでいたが、特

別操縦見習士官を志願した私の配属されたところ

は意外にも西筑波飛行場に展開していた我が国唯

一の滑空機部隊「滑空飛行第一戦隊」であった。 

ガッカリした私が空を見上げてそこに発見した

光景は、音も無く編隊を組んで飛行する大型滑空

機の姿であった。曳航する九七式重爆撃機とさほ

ど違わない大きさの大型滑空機が音も無く飛行す

る姿に私は愕然とすると同時に、完全にその虜に

なってしまった。 

軍隊における操縦訓練は学生時代のそれと比べ

ると問題にならないくらい厳しいものであった。

究極的には「生きる」か「死ぬ」かの問題であっ

た。 

大型滑空機の操縦訓練を開始するに先立って行

われたのが一式双発高等練習機による飛行訓練で

あった。昭和１９年（１９４４）１月１５日から

開始された飛行訓練は水平飛行に始まり、旋回、

編隊、計器飛行、航法など基礎的訓練をミッチリ

と仕込まれた。ヘマをすれば隣に座っている助教

の容赦ない鉄拳が炸裂する毎日であった。更に訓

練態度が悪いといって訓練生同志が相互に顔面を

殴りあう「相互ビンタ」も度々行われた。重い冬

の飛行服を着て、格納庫を早や駆けで一周させら

れる罰などは日常茶飯事であった。 

訓練を受けながら時には滑空機の訓練の前に行

う大型飛行機の訓練に疑問を感じたが、考えてみ

ると滑空機では長時間の計器飛行や編隊飛行は訓

練が行えないこともあり、飛行機による訓練が実

施されたのも当然のことであった。 

飛行機による訓練が終わり、愈々大型滑空機の

訓練が開始されたのは昭和１９年６月８日からの

ことで、埼玉県川越市の北にあった坂戸飛行場に

於いてであった。“滑空機部隊の本格的な訓練が

愈々始まるかと思うと、身も心も引き締まる”と

当時の日記に書き記している。 

双胴のスマートな機体は今まで見たことも無い

大きさの滑空機で、それまで滑空機といえば単座

の華奢な滑空機しか知らなかった私は、これが正

式名「陸軍二式小型輸送滑空機」だと言われても、

どうも納得出来なかった。通称は「クー１滑空機」

と呼ばれていた。 

「クー１滑空機」の誕生については、川上裕之

私は大型滑空機の操縦士だった。

1944 年卒 牧野 鐵五郎 
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著「日本のグライダー」に次のような秘話が掲載

されている。 

昭和１５年の春、前田航研工業に対し陸軍は輸

送用滑空機の試作を命じた。当時複座までの経験

はあったが、６座から８座となると未知の世界で

諸計算は大変なことだった。そんな難問をカバー

されたのが九大の佐藤博先生で、殆んど総ての疑

問点を解決された。 

その結果、姿を現したのが「試作機」で本物の

前の段階の機体でまさかこれが練習機として本当

に使用されるとは思えなかった。だが、当時の前

田航研工業ではこれが精一杯の状態であった。 

昭和１６年９月１日、大刀洗飛行場で初の試験

飛行が行われた。操縦席には田中丸治広が乗り込

み飛行機曳航の準備がなされた。当時軍属だった

島安博操縦士が九五式一型練習機で曳航した。（島

安博操縦士は日本学生航空連盟のグライダー教官

であった）。 

普段は練習機の赤トンボがブンブン飛んでいる

のに、当日は飛行禁止になっていて「クー１」の

試験飛行を陸軍がいかに重視していたかを示すも

のと思われた。テストは数週間続けられて領収さ

れた。日本最初の多座式滑空機の誕生である。 

正副二名の操縦士のほかに６名程度の兵員を乗

せて敵の後方に侵入、特殊任務に従事させるため

に作られた機体と聞いたが、実戦に使われた話は

聞いたことは無く、専ら訓練用に使われていた。

九七式軽爆撃機に曳航されて行う飛行訓練は一式

双発高等練習機の訓練を終えた私達には軽いもの

だった。 

ピスト上空６００ｍで離脱、左３６０度旋回後

右旋回で指定地着陸を繰り返す訓練が続けられた

が、着陸後出発点まで人力で担いで運搬する作業

は暑い夏に向かっての板戸飛行場での苦難の思い

出である。 

「クー１」の単独飛行は昭和１９年７月１日、

１１回目の飛行の時であった。それまでは隣には

怖い助教殿が座っていたが今日は親しい仲間が座

っている。搭乗者全員が仲間である。途端に大学

時代に返り、まるで空中散歩にでも出かけるよう

なウキウキした気分が「クー１」全体に漲ってい

る。誠に楽しい単独飛行であった。 

ここで、「クー１」の为な緒元を示してみよう。 

  翼幅 １７.００ｍ 

  全長 ９.５６ｍ 

  全高 １.７８ｍ 

  縦横比  ９.２：１ 

  滑空比  １６：１ 

  滑空速度  ６０～９０ｋｍ 

  曳航速度 １５０～２００ｋｍ 

  機体重量 ４２０ｋｇ 

  全備重量    １.３００ｋｇ 

  座席数  操縦士正副各１名 

 兵員６名 

  設計 前田健一・佐藤 博 

クー１ 

（川上裕之著「日本のグライダー」から転載） 
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約一か月後、飛行回数１３回、飛行時間３時間

２１分で「クー１」大型滑空機の飛行訓練が終了

した。 

愈々本格的な実戦機「クー８」大型滑空機の訓

練が始まったのは昭和１９年７月２２日のことで

ある。 

 思い返すと１００名もの多くの特別操縦見習士

官が一度に滑空飛行第一戦隊に配属されたことに

疑問を感じていたが、滑空部隊の航空作戦は「一

作戦、一操縦士」と言われ、一度作戦に参加した

操縦士は二度と生きて原隊に帰ることは無いとさ

れていた。従って操縦士は多ければ多いほど良か

ったわけで、１００名の操縦士も決して多すぎる

ことはなかったのである。 

 実戦機である「クー８」大型滑空機はさすがに

実戦機だけあってドッシリとした佇まいに訓練を

受ける我々も「これぞ実戦機」と頷かせるに十分

なものがあった。 

簡単に「クー８」の緒元を記してみよう。 

  翼幅 ２３.２０ｍ 

  全長 １３.３０ｍ 

  全高  ２.５９ｍ 

  滑空比   １６：１ 

  滑空速度  １５０～１８０ｋｍ 

  機体重量  １.６３０ｋｇ 

  全備重量  ３.５００ｋｇ 

  座席数  操縦士正副各１名 

兵員２３名 

九五式四輪駆動車（和製ジープ）や山砲も積め

るという胴体内部は流石に広々としていて、一寸

腰をかがめれば悠々と歩けるくらいで、一段高い

操縦席からは機首部分の透明ガラスを通して前方

下の視界は頗る良好であった。 

クー８ 

後日分かったことであるが九七式重爆撃機に曳

航されて離陸するとき、曳航機が巻き上げる砂煙

に前方の視界がゼロになったときに、この透明ガ

ラスから見える２~３ｍ先の曳航索を頼りに追随

することを知った。 

操縦席部分と胴体部分の結合ピンを抜くと操縦

席部分は大きく右に開くことが出来てここから大

きな物資が積載されることになる。このために操

縦系統の索は全て胴体右側に纏めて装備されてい

た。 

鋼管羽布張りの胴体は田舎のオンボロバスを思

い起させるところもあって憎めぬ奴であった。 

訓練は九七式重爆撃機で曳航され、滑空離着陸、

航法、編隊、夜間飛行など厳しいものであったが

戦況が次第に厳しくなると同時に訓練もまた厳し

いものになってきた。 

戦況も次第に悪化をたどり内地もアメリカ空軍

の攻撃を受けるようになり、訓練にも支障をきた

す状態になってきたので、部隊は北朝鮮日本海側

の宣徳に移住することになった。 

流石に宣徳ではアメリカ軍の空襲もなく、訓練

も自由に行えるようになり、訓練の成果も順調に

上がっていったが、夜間訓練中に曳航機が着陸地

帯を間違え地上で待機していたピストに突っ込み
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多くの死傷者を出す大事故が発生し、特別操縦見

習士官出身の我々の仲間も 2 名の殉職者を出した。 

曳航編隊飛行は他機との関係位置を特に厳しく

教育された。それは曳航機の航跡と滑空機の航跡

がズレルと他機の邪魔をすることになり、特に旋

回に関しては厳しく教育された。つまり旋回開始

時期は曳航機の旋回と同時ではなくて、曳航機が

旋回を開始した地点であるということである。滑

空機の編隊飛行では、長機はスポイラーを一分角

ほど開き速度を落として僚機の追随を容易にして

飛行した。僚機は長機との速度差を利用して追随

を行った。 

昭和１９年８月１日から始まった「クー８」の

操縦訓練は９月２２日に終わったが、この間１１

回、２時間１４分であった。 

訓練中には着陸の目測不足の為に飛行場外に不

時着することも何回かあった。私も訓練最終日に

「クー８」に同乗した訓練で操縦者の目測ショー

トで飛行場外に不時着したことがある。その時の

衝撃で私は操縦席と座席に挟まれ左足の太股の 

肉離れをおこした経験がある。他人の操縦の巻き

添えを食って、とんだ災難であった。 

最終的には昭和２０年８月、沖縄のアメリカ軍の

飛行場に強行着陸して、搭載していた自動車でア

メリカ軍の機体を破壊して廻るという特攻作戦に

出発予定が、８月１５日の終戦とともに終結した。 
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同志社大学体育会航空部を卒業してからもうす

ぐ 50 年。鳥田さん（１期うえ）からの賀状で「関

東地区忘年会の出席者の中で俺が最年長だった。 

来年はお前も出ろ」との記載あり。そういう歳に

なっています。 

森川監督から「知野さんたちのように人間性の 

向上の為に部活動をしていた時」と言われたが、

そんな事はない。飛びたい一心だった。 

生活の大部分が（尐しは他もある）航空部に関 

連していました。月に１回１週間合宿に行くのに 

３週間バイト、たまには授業にも出るという生活。 

一つの期だけ挙げるのは適切でないかも知れぬ 

が、窪田さんの期（１９６４年卒）が航空部中興 

の祖と思います。特に「鶉野」開拓は上から下ま 

で全員参加の手作り感が一杯。小生は開拓当時３ 

回生で、初合宿の班長等合宿の開設、運営に当た

ったので思い出深い。 

しかも揚がったんですよね。後席も含め腹一杯

飛んだ。もちろん今の人達のレベルから見ればお

笑いだろうが、何しろそれまでは中研合宿以外場

周がメインでしたからね。でも合宿に来られない

で、バイトや作業だけしてくれた方々もたくさん

おられました。 

卒業後も個人的にもっと上のレベルを目指して、 

あるいは楽しみに乗り続ける人も多い。しかし小 

生は、あれだけ夢中だったのにばったり縁が切れ 

た。あのような生活は何だったんだろう。仕事と 

酒と、その他で精一杯だったのと、学校は学校、

仕事は仕事という思いもありました。ましてや後

輩の合宿に教官でもない OB が顔を出すなんて迷

惑なだけ。そして今は伊豆の山小屋でつましいな

がらも我儘、気儘にやってます。東京に出ること

もない。要は小生が、その場その場の場当たり人

間、我儘人間だからであります。 

卒業後もずっと続いているのは、たまの同期の 

集りと、翔友会の会費納め、そして鳥田さんから 

いつも命令される事。これもいつまで続くか？ 

 そうした中で、１回だけグライダーに乗った事 

があります。20 年位前、それまでは「純ドメ」（こ

れも古い。国内でしか仕事をしたことがないとい

うこと）だったのに、突如アメリカと縁が出来、

数年の間に２０回以上出張しました。 

ただただ苦痛でした。特に外人と飯を食うのが。 

なにせ「アイドントスピークイングリッシュ」の 

一点張りだったんですから。 

 ある日息抜きに、ナパバレーにワインの試飲に 

出動。バレーと言ってもはるか両側にうっすらと 

山並みが見えるだけ。こりゃ谷じゃないぜなどと 

言っていると、広い草っ原があって、掘立小屋と 

グライダーのようなものが見える。行ってみると、 

いわば観光グライダー乗り場。副業でやってたん 

でしょうね。当時で５０ドル。典型的な西海岸ギ 

ャルがニコニコ歓迎。パイロットは小柄な６０位 

のおっさん。曳航機は農薬散布機、グライダーは 

小生にとっては機種不明、昔指導者講習会で乗っ 

たドイツ製「ベルグファルケ」に大変よく似た無

骨一点張りの大きく頑丈そうなもの。 

よく見ると、前席にスティックが付いていない 

ではないか。ここからが踏ん張りどころ。俺は観

光では乗りたくない、尐し弄らしてくれ、サーマ

ルの中で揚がりたいんだ、得意の「アイウォント

卒業後、1 回だけ飛んだ時。 

1965 年卒 知野 進一 
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ツウ＊＊＊」でたどたどしく言ってみました。 

ギャルはニコニコしながらもきっぱりと「あんた 

はコミュニケーションができないでしょう ダメ」

と言っているらしい。いや大丈夫だ、学生の時は

グライダーパイロットだ、ライセンスもあった

（ここは過去完了進行形が正しいのだろうが、 と

りあえず過去形）、単語は分かる、旋回 うー ん

何て言うのかな、ターンか、ターンライトか ライ

トターンか、スティック、ペダル、ラダー、 エル

ロン、テルミックかサーマルか等と大汗かいて

やっていると、見かねたパイロットが、「これ 

だけ言ってるんだ、スティックを付けよう」とい 

うような事を言って、小生に笑顔、おねーさんは 

まだなんか言ってましたが、パイロットが尐しだ 

けだから OK よとなりました。これ多分何かの違 

反ですよね。 

 乗ってみると、巨大、並列でも行けそう、まる 

でサンダーボルト。これでうまく揚がれましたと 

なれば話ができすぎで、そうはいかない。 

パイロットが「折角だが今日は状況が悪い、揚 

がれないと思う」と言いますが、良いんだ、とに 

かくやってみてくれということで出発。曳航機の 

若い兄ちゃんになんかごちゃごちゃ無線で言って、 

かなり遠くの小山の続く辺りで離脱。おっさんは 

がったんごっとんと（まさにそういう感じ）懸命 

にやってくれました。風に煽られて上がったり下 

がったり。尐し場所を変えたがやはり揚がらない、 

ときどきプラスになるくらいでゼロが精一杯、だ 

んだん落ちる。とても手出しできる状況ではない、 

でも満足。 

 「じゃ帰ろう、あっちが着陸地点、まっすぐね」 

ということで、自分では尐しは操縦したつもりで 

す。着陸してから、パイロットが「今日は残念だ 

った、ぜひまた来てくれ」と言いますが、そこは 

きっぱり、いやもう来られない、でも大変楽しか

った、無理してくれてありがとう、と別れました。 

その晩は、ナパで買ったワインを飲みながら多尐 

の感慨にふけりました。 

もはや圧倒的にお迎えが近い状況ですが、「今し

か無い」と思ってやってます。 

我々が何かをやることで、あっちから「今」が

現れる。何もしなければ停まったまま。アニメの

セル画の連続のようなものです。 

 現役の諸君も我々の頃に比べればたいへん厳し 

い状況と聞いています。その中でも、「今、自分で

考え、自分で決め、自分で行動」してもらいたい

と思います。もうすでに十分やっておられるとこ

ろですみませんがおまけと思って聞いてください。 

 窪田さん 翔友 ほんとにありがとうございま

す大久保さん 大変ですね 頭が下がります。 

―――最後の 2 行は削除したかったが、筆者の 

指示で削除が許されなかった。（編集長）――― 
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昨年ＮＨＫで放映された『八重の桜』は一同志

社人として、久しぶりに大河ドラマなるものを視

聴しましたけれど、その週の物語の終了後、時折

今出川校舎の数々が映されることがありました。

懐かしさを感じたのは私だけではないと思います。 

そのような折、偶然にも翔友への寄稿依頼があ

り、恥を忍びつつ一年生の時の印象に残っている

出来事を記憶の隅から引っ張り出して、下手な文

章（グライダーと同じでした）にしてみました。 

先ず何と言っても新人合宿でしょう。それでは、

その辺りから一つ思い起こしてみることにします。 

入部して最初の合宿は緊張と不安と期待という

複雑な気持ちで参加しました。場所は富山空港、

神通川の河川敷にあり、空港の周辺は田畑のみ、

そんな環境の中、真新しい紺色のツナギで早朝か

ら日が傾く頃まで滑走路を走り回ること一週間。 

当時はデカイ中古のアメ車が滑走路を走り、ピ

アノ線の曳航索で揚げる自動車曳航で、搭乗する

以外は索点検と着陸したブレーキの無い機体の翼

端が地面に落ちないように並走し、停止後出発点

まで皆で押して戻すのですが、ちゃんと指定地に

着陸すれば良いのだが、時には大きくオーバーし

て着陸することがありました（実に私がよくやら

かして皆に迷惑をかけました）。 

この様な中、初めての慣熟飛行を体験しました。

その時の感激は何とも言えないものでしたが、そ

れはまた、訓練の苦労の始まりでもありました。 

その後私の数々のエピソードは同期の者の語り草

になっています。 

 ところで、今の合宿でも“索監”というのがあ

るのでしょうか？初めて索監をした時には上空か

ら風切音とともに落下してくるピアノ線に慌てて

ショルダーの奥へ逃げたものです。滑走路に落下

すると分かっているものの（時には滑走路を外れ

ることもありました）慣れるまではあまり気持ち

の良いものではなかったです。 

 最初の合宿では実技とは別に先輩から色々と教

わりましたが、「カレッジソング」もその一つでし

た。その後、何かにつけて歌う機会が多く有り、

今もその歌詞、メロディーはしっかりと覚えてお

り、時折口ずさむことがあります。 

 ある日、先輩から「“地上場周”というのがあっ

て、何かチョンボをするとやらされるぞ」とニヤ

ニヤしながら言われたことがある。「グライダーが

飛ぶコースを走るのや」と冗談のような本気のよ

うな言葉に我々一年生一同は何とも言えない顔に

なりましたが、私自身は後年この地上場周がどう

いうものかを十分に味あわせて頂きました。 

 そうこうしながら、新人合宿は無事に終了する

ことが出来ました。 

 一年生でもう一つ印象に残っている合宿に霧ヶ

峰で実施されたものがあります。近年ドライブで

訪れた時には立派な滑走路があり、ソアラ―が数

機いたと思います。私達の頃は、“ゲーロッパラ”

と言われる草原で練習していましたが、そこでは

関東の学生達とも一緒でした。貴重な体験で各自

二回程度プライマリー（通称パチンコと言われる

が、もちろんゴムで小石などを飛ばすＹ字型のや

つです。決して別の方ではありません）に乗るこ

とが出来ました。機体を中心にＶ字に張られたゴ

ム索をイッチニ、イッチニの掛け声で引っ張って

飛ばすのであるが、我々の時にはあくまで体験と

いうことで草地から浮くか浮かない程度のもので

した。更に「月星号」というオレンジ色のソアラ

私が一年生の頃

1970 年卒 吉岡 右二 
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―（Ｈ－23Ｂ）でウインチ曳航をしてもらい、ニ

ッコウキスゲの咲き誇る高原の飛行を行ったこと

を覚えています。 

 話は前後しますが入部後、初の酒の洗礼は新人

歓迎コンパでしょうか？幸か不幸か、何かの都合

で（合宿？）私は参加していなかったのですが、

おおよその想像はつきます。現在であれば大変な

ことですよね。ただ、何のコンパか忘れましたが

宴会が終わった後、一同で若王寺の新島先生のお

墓参りをしました。 

花井 箕浦 喜田 筆者 小野田 市田 

霧ヶ峰 プライマリーの離陸 

後にも先にも一回だけ先輩に頼まれて授業に出

席して「代返」をしたことがありましたが、ドキ

ドキもので一時間を無事終わり、何とか役目を果

たせました。 

 このように私の一年生としての大学生活は 4 月

のオリエンテーションで「イオラス」の真っ白な

機体に興味を抱いて入部した時から、それまでと

異なり大きく変化して充実したものとなり、その

後につながってゆくことになったのでした。 

 

萩原式Ｈ－23Ｂ型 月星号（学連機） 

急げ！ 後方に曳航車も帰ってきている。 

青春グラフィティー 
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一昨年、大久保会長から、翔友会の幹事を仰せ

つかり、幹事としては何のお役にも立てていませ

んが、現役の学生の皆さんの活動状況の実態を聞

くにつれ、私の学生時代とは異なった色々な制約

があり、部の活動を維持していくことが難しくな

っていることを感じました。 

私の大学時代は、出席をとるような講義はほと

んどなく、しかも、前期、後期で２回ずつ年に４

回くらい講義に出て、あとは、人から講義ノート

を借りれば単位がもらえる科目がほとんどであっ

たような気がします。 

最近では講義に出席が求められるため、合宿は、

各大学とも休暇期間を除けば、土曜、日曜の二日

間が主流になっているとのことです。 

航空部の場合、他のクラブのように、講義の合

間に大学周辺のグラウンドなどで練習するわけに

はいかず、滑空場に行かなければ訓練自体が成り

立ちませんが、二日間の合宿では、天候に恵まれ

ないと宿舎で待機していただけで終わってしまう

場合もあると思いました。 

昨年、職場から、自分の出身大学に行って、就

職試験の募集要項を説明してくるように言われ、

大学のキャリアセンターに行きました。その際に、

対応していただいた方のお話では、昨今の大学で

は、大学間の競争が激しくなっていることから、

講義の内容の充実が求められているとのことでし

た。講義の形式としては、以前のような、大教室

での多人数相手の講義から、少人数の講義で、そ

のなかで、学生をグループ分けして、課題を与え

て解答を導き出させるような講義が主流になって

いるとのことでした。そのような講義内容であれ

ば出欠の確認が厳しいのも当然かと納得したもの

でした。 

ただ、そのような講義ばかりでは、学生はいつ

も気を張り詰めていないといけないので、息抜き

の意味で、昔ながらの大教室での講義も少しは残

しているとのことでした。私の学生時代は、大教

室での講義がほとんどでしたが、今の基準では息

抜きということになります。 

今から 30 年ほど前の大学はレジャーランド化

しているといわれていました。文系に限ってのこ

とだと思いますが、当時は、社会から大学の教育

内容がそれほどあてにされていなかったのかもし

れませんが、大学生が勉強しなければならないと

いうような風潮にはありませんでした。 

そのようなわけで、講義とクラブ活動の両立と

いう面では、ほとんど悩む必要が無かったように

思います。勉強の面では、至極気楽な学生生活を

送っていたと思います。 

 こんな気楽な大学生でしたが、クラブ活動の面

で苦労したのは金銭面でした。私の学生時代の合

宿は、木曽川では 6 泊 7 日間、福井では 4 泊 5 日

間で、合宿費はどちらも 5 万円程度かかったよう

に思います。同志社主催の単独合宿が、年に木曽

川では 3 回、福井では 1 回あり、それ以外にも、

他大学主催の合宿にも参加しました。 

 いくらアルバイトをしても、合宿費で右から左

へとお金が飛んでいきました。合宿費以外にも、

機体のオーバーホールの費用を稼ぐためや、その

他色々な名目でノルマのお金をクラブに上納しな

ければなりませんでした。 

 また、普通の合宿以外に、年に 1 回、グライダ

ーの耐空検査の前に香里の格納庫で整備合宿があ

私の頃と今を比較して

1986 年卒 桐谷 茂 
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りました。この合宿中は EVE 祭の期間で講義が

休講でした。大学を卒業してから、EVE 祭に行っ

て、こんな楽しいお祭りがあったことを初めて知

りました。 

 今、思い出してみると、周囲の普通の学生が、

レジャーランド化した大学でキャンパスライフを

謳歌しているかたわらで、勉強はしていませんで

したが、ストイックな学生生活を送っていたよう

に思います。 

 思い出してみると、普段のクラブ活動では、ク

ラブの運営に関して、色々と悩みも多かったよう

に思います。たまに、部員の下宿に泊めてもらう

ようなことがあると、夜中までクラブのことで愚

痴をこぼしあったような記憶もあります。それで

も、ひとたび合宿に行ってしまえば、フライトで

成果（私の場合非常に乏しいですが）があった喜

びや、力を合わせて合宿を運営する楽しさや充実

感を味わうことができました。 

社会全体の状況から、私達の世代が年長の方々

から、よく聞かされた、「今の方が昔より恵まれて

いる」という言葉が単純にあてはまらない時代に

なったと思います。 

そのなかで、現役の皆さんは、クラブを着実に

運営し、競技会でも成果を残し、さらには、グラ

イダーを 4 機も維持しているのには、本当に頑張

っていると思います。しかも、勉強と両立しなが

らですからたいしたものだと思います。 

締めくくりに、こんな頑張っている現役の皆さ

んを支援するためにも、OB の皆様には、翔友会

の会費納入をよろしくお願いいたします。 

  筆者が活躍した香里格納庫 

1974 年 6 月 2 日 完成記念式当日 
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私たちは１９８０年入学である。そして航空部

に 7 名入部した。 

ASK-13 JA２２５６はその直前に入部してい

たので、同期は７名＋１機である。私たちの現役

時代は新品の機体と JA2096 の２機、その他機材

車などと一緒に活動していた。私たち７人はそれ

ぞれの係に割り当てられ、私は機体係になった。

上級生が少なかったので、みんな必死に仕事を覚

え、１年の１２月ごろには独り立ちしていった。

　同期の JA2256 は、年間保険がかけられ新入生

ながら福井、木曽川に常駐していた。私たちは機

体係として、頻繁に他大学合宿に参加することが

できた。たまに香里格納庫に帰ってきたときに

は、みんなでよくかわいがったものである。 

私たちの先輩方は、代々三等整備士や教育証明

を取得されていた。私たちもそれぞれの道へ進ん

だ。高島（福井県在住）と私は整備の方へ入った。

　高島は２年の冬頃に三整の資格を取得し、その後、

いろいろあったが・・・２機の面倒を見てくれて

いた。私は３年の１２月に実地試験を受験した。

このとき坂田さん（S58 卒）、神戸大の橋本、名城

大の三浦（どちらも私と同期）が一緒であった。

同じ日程で木曽川では同志社が合宿を行っていた

のだが、なにがあったのか分からないが、なぜか

荷物運搬は一輪車で行っていた。 

試験が始まると勉強不足もあったが、頭の中が

真っ白になり、日頃できていたことまでできなく

なり、質問攻めにあった。サンドバック状態であ

った。名城大の三浦も同様であった。結果は 4 人

とも合格であった。後日、木曽川合宿のことで北

尾さんに会いにいくと、実地試験の話になり「お

まえと三浦は 3.5 等整備士だ」と超レアな資格を

いただいた。それからの 2 人は、ことあるごとに

「どうせおれらは 3.5 等整備士だ」と開き直って

いたのであった・・・。 

 その後、定時点検、耐空検査を幾度か担当した。

卒業後は時々依頼があったが、仕事の都合でほと

んど断った。また立派な整備士も多く誕生してき

たので、2000 年以降、グライダー界から遠ざかっ

ていた。また阪神大震災を機に翔友会からも遠ざ

かっていた。 

 時は流れ、７５周年の準備委員会が発足したと

き、なぜか私は委員に名前を連ねていた。その時

から翔友会活動に復帰した。私の役は眠っている

OB の掘り起こしである。結果、翔友会活動に参

加される OB が数名出てきて感謝している。 

 次のたのまれごとが、耐空検査である。航空法

の改正で、三整の資格がなくなり学生時代に整備

士の資格取得ができなくなった。よって眠ってい

る有資格者を復帰させる作戦であったが、私自身

それにのってしまった。今まで、多くの人のお世

話になっているので、その恩返しという気持ちで、

割と簡単に引き受けた。しかし待ち受けていたの

は、大きな時代変化あった。航空法の改正、学生

の知識、作業レベル、検査書類作成などである。 

 もっと変化していたのは自分の知識と作業レベ

ルである。以前は出来ていたのに・・・というこ

とが非常に多くあった。 

 H24年11月、久しぶりに耐空検査を担当した。

Ka6E である。書類は全く自信がないので、森川

監督にチェックしてもらい、また試験飛行にも立

ち会ってもらった。木曽川で試験飛行の予定であ

ったが、天候不良のため大野で試験飛行を行った。

　そこで名古屋大 OB の加藤整備士（同期）と出

会った（卒業以来はじめて）。短かったが楽しい時

間を過ごせた。無事検査は合格したが、経験不足が

よもやま話。今昔・・・

1984 年卒 坂口 裕之 
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露呈した。やはり 3.5 等整備士であった。続いて

すぐに H25 年２月、ASK-13 を依頼された。前回

同様、森川監督頼みであったが、やはりネックは

書類である。学生時代から、法規やら書類作成と

いうものは苦手である。耐空検査員に数多くの指

摘を受けたのである。即座に返答できないところ

が、私の勉強不足なところである。サンドバック

状態であった。担当学生にも、他の機体の整備に

来ていた石戸整備士（福井大 OB）にも迷惑をか

けたと思う。 

　まだまだ自立出来ていない所に、H25 年 12

月今　　度はKa6とW-28の2機の検査を依頼された。 

W-28に関しては、全くはじめてさわる機体なの

で不安でいっぱいであったが、2 年生の井上君中

心に学生諸君のおかげで作業は順調に進められた。

しかし Ka6 では「床に穴」事件があり大騒ぎにな

り作業がストップした。その対処のために耐空検

査員をはじめ、JMGC やウインパルの方と相談し

た結果、多くのことを学ぶことができた。また田

中輝明君（H8 卒）にも修理のための木工作業で

お世話になった。彼の作業精度の高さには感動（さ

すがプロ）、結果検査合格につながった。彼がいな

ければひょっとして・・・。 

　この歳になって 1 年間に 4 機耐空検査を担当する

なんて思いもよらなかった。初体験であった。こ

の間に島崎（S61 卒）整備士に数回格納庫に来て

もらった。掘り起こし作戦第 2 弾成功。「次はあ

んたの番やで」といっていたら、H26 年 2 月の

ASK-13 の耐空検査は彼が担当することになった。

彼も復活ののろしをあげた。 

　この 1 年、3.5 等整備士として復活し、多くの方

と知り合えたこと、現役学生と近い存在になれた

ことなど得ることが多かった。何でも多くの人の

協力があるからこそ、ことが進んでいくことを再

認識した。そして携わっていただいた方に感謝、

感謝。今後は 2 等整備士として活動できるように

していきたい。また私たちと同期の JA2256 も３

４年間働き続けて、3 万回以上飛んでいる。 

 学生時代のことは昨日のことのように思い出せ

るのですが、私たちも年とりましたね。 

イオラスⅡの計測 

アイオーンⅢの整備 
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